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総務理事の就任に
ついて

町　　長

基金の運用につい
て

町　　長

佐々町まち・ひ
と・しごと総合戦
略・総合計画の策
定について

町　　長

自主防災組織の育
成と支援策につい
て

町　　長

佐々町の基幹産業
である農業振興に
ついて

町　　長

町道神田線の土砂
くずれの危険性に
ついて

町　　長

佐々中学校の体育
館入口の渡り廊下
の障害物について

町　　長

防災対策について

・佐々町防災計画の内容と個別対策の課題は

・
中央地区排水対策と南部地区の浸水対策の
現時点の見通しは

・自主防災組織の状況と今後の具体的対応は

・
防災情報伝達システム（防災行政無線）の進捗
状況について

3

　町道神田線で、栗林から神田方面に行く
と、右上は険しい山、左側は、鉄道、佐々
川があるが、土砂くずれの予防策はされて
いるが、山林の雑木は茂っているので、雑
木が増えてくると、大惨事が発生しない
か。

１　番

福田 喜義　佐々中学校の体育館は、建設以来6年ほ
どになると思います。入学式、卒業式に出
席しますが、渡り廊下に障害物があり、通
行する者は、危険だと感じているのではな
いか。安心して、通れる廊下を整備されな
いのか。

4

　今年の梅雨の状況は、梅雨前線の勢いが
強いまま残るので、雨が降ると大雨になる
傾向が強いとの予想であり、災害に強いま
ちづくりに関し、本町の防災対策について
伺う。

町　　長
４　番

永安 文男

1

　県庁職員の派遣による総務理事の就任
は、ある意味において画期的である。今後
の取り組み方等を伺いたい。

３　番

寺﨑 俊男

　先の定例会で可決され、その後の運用は
どうなっているのか。

　これからの佐々町のあり方について、政
策提案をしたい。他の市町と比較しても、
恵まれた状態にある。今こそ、先々にしっ
かり芽が出て、成長するための構想が不可
欠である。

2

　町内会組織を単位としながら今日まで組
織化が図られてきたが、自主防災組織に対
する期待も大きいと思われる。
　しかし、組織が抱えている課題も多いの
も事実であり組織に対する育成・支援をど
のように考えているのか伺いたい。

６　番

平田 康範

　佐々町議会より農業委員を選任し、議会
としても農業振興に係る諸問題に農業委員
会と一体となり、真剣に取り組んでいる。
　農業者の高齢化・後継者不足さらには農
業を取り巻く環境が深刻化しているなか、
農業を守るため農業者の率直な考え要望を
集約され建議が提出されているが、どのよ
うに取り組もうと考えているのか伺いた
い。

町 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表
平成２７年６月定例会　

平成２７年６月１６日
番
号

質 問 の 要 旨 質 問 の 相 手



質 問 事 件 議 席 番 号
（ 件 名 ） 氏 名

番
号

質 問 の 要 旨 質 問 の 相 手

4
小浦自然公園につ
いて

町　　長
４　番

永安 文男

菖蒲園の今後の管
理について

町　　長

佐々川流域の水産
動植物資源につい
て

町　　長

平成27年度予算事
業の実施をどのよ
うに

町　　長

し尿処理施設、塵
芥処理場、その後
の予定計画はどう
するのか

町　　長

　大きな公園については、管理・整備が逐
次行われているが、利用が少ない場所につ
いて、その公園の位置づけと今後の取り組
み、活用についてどう考えるか。

5

　菖蒲の管理についてですが、毎年、菖蒲
園内の4園を順番に株分けをされておられ
ます。段々菖蒲の色が片寄ってきているよ
うですが、その片寄った箇所をなくすため
作業を行い、又株分けの時余った苗を住民
の方に分け、家庭でも楽しめるようにした
らどうか。 ５　番

橋本 義雄　佐々川に春を告げる「しろうお」が、海
からのぼり、それを追いかけるようにアユ
の稚魚、そしてうなぎ・カニとつづいて
佐々川を上って行く。素晴らしい自然に恵
まれた佐々川であったが、近年、釣り大会
も出来ない状況だと聞きますが、佐々町と
してこの事態をどう考えておられるのか。

6

　毎年、年度末になると繰越明許の計上が
議案として上がってくる。平成26年度一般
会計当初予算が50億7,800万円で、平成27
年度は59億と、8億2,200万円の増額となっ
ている。
　地方創生予算を含め、平成27年度予算の
事業をどのように計画、実施するようにし
ているのか。

８　番

淡田 邦夫

　平成21年度に、佐世保市より鹿町町にあ
る、し尿処理場は4～5年で閉鎖をすると言
われて平成26年度で施設が閉鎖され、佐々
町においては3年間の民間委託をし、その
間で施設の建設を検討することになってい
る。
　平成21年から、し尿処理施設が6年を経
過し、後3年で前処理施設を計画すること
になっているが、その後の計画はどのよう
に進めるのか。
　塵芥処理場もどのように進めるのか。
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１．教育「大綱」
について

教 育 長

町　　長

２．自転車通学の
安全性の確保につ
いて

町　　長

教 育 長

３．空き家対策に
ついて

町　　長

４．基金の運用に
ついて

町　　長

５．戦争法案（安
全保障関連法案）
について

町　　長

7

　住民の声を充分に反映させた「大綱」に
すべきと考えるが、どのように策定をすす
めているか。

９　番

仲村 吉博

　改正道路交通法が施行され、規制の強化
がはかられるようになったが、通学路その
ものの安全性を高めることが重要ではない
か。

　「空き家対策特別措置法」が全面施行さ
れたが、空き家対策の実施主体である町と
して、法の具体化をどのようにしている
か。

　当初予算の審議の折に、国債の購入につ
いて危惧されるところを指摘したが、運用
状況の詳細な説明を求める。

　憲法9条［戦争の放棄と戦力及び交戦権
の否認］と憲法99条［憲法尊重擁護の義
務］とにかかわって町長の考えを問う。


